第６期（２０１２年１月～１２月）を振り返って　活動報告
●中・長期ビジョン

· ディーセントワークについてジェンダー視点で考察し新福祉国会ビジョンを考える

＊第6回総会　参加者49名　宿泊22名

ILO　駐日事務局長　中島滋氏　講演　竹信三恵子さん　司会　　

２０１２年度の長期ビジョンの課題について、総会では日本ＩＬＯ協会　専務理事であった中嶋滋さんに、新自由主義に対抗するためには、ディーセントワーク「まっとうな仕事」の実現であること、ディーセントワークの筆頭課題は、ジェンダー差別をなくすことであることなど講演して頂きました。

＊運営委員中心に月１回　読書会で継続議論　９回　議論

＊『ディーセントワークと新福祉国家』（旬報社）を読み議論と論点整理と資料作成、

①３月１７日②４月２１日③５月２６日④６月１６日⑤７月８日⑥８月４日
＊８月２５日　ヌエック　分科会　後藤道夫さん、寺間誠治さんゲスト　３３名参加　

＊『生活保障』　　宮本太郎　岩波新書　を読み議論

①１０月２０日②１１月３日③１２月１日を読み議論と論点整理

＜議論の内容のポイント＞　

ディーセントワークの実現には、１）雇用機会の創出、２）働く人々の基本的権利の保障、３）働く人々が安全かつ安定した職業生活を送るための社会保障の拡充、４）政労使間の社会対話という４つの戦略的課題を横断的にした形で、ジェンダー平等が実現されなければディーセントワークは達成できないというＩＬＯの提起を軸に議論しました。

この学習会で、議論されたのは、ジェンダー平等が、ＩＬＯの提唱のように全ての課題に
ついて検討されていない事、一つの課題で語られている問題。パートタイム労働について、脇に置かれている分析等について、ＡＣＷ２としてのビジョンを議論しました。

●２０１２年　　具体的な計画の実施
· ホットラインの強化　　2012年度　相談件数333件（1月10日～11月25日）
· ２００７年～２０１１年の　有期労働のホットライン報告書　作成

· ６月３０日　ホットライン相談員グループスーパービジョン　高山さん　５名参加

· 今年度はホットライン開設地域が昨年より減ったため、前期６グループ、後期５グループで受けることになりました。開設回数が増えたグループもありましたが、受け手を増やして昨年と同様の回線数を確保しました。毎月５と０のつく日６日間、各３時間のホットラインなので受けられる相談件数は４００弱止まりで推移していますが、回線がふさがっていて受けられない相談数もかなりあります。切羽詰って、相談できる人もなく、未知の受け手に『助けを求めて電話してくる』相談者に、限られた時間内で少しでも彼女自身が力を取り戻す方向でサポートすることが求められます。とても難しいです。そこで今年度は、初めて受け手のスーパービジョンを実施しました。スーパーバイザーはACW2と共催で「相談員トレーニング」講座を開催しているサポートハウスじょむのカウンセラーの高山直子さん。東京の事務所で行いましたが、たまたま東京に来られていた大阪のメンバーと、WEBを使ってつないだ福岡のメンバーも参加して実施できました。相談者が持っている力を取り戻し、受け手も疲弊しない相談関係を維持していくために、定期的なスーパービジョンが必要だと感じています。受け手同士のサポートも小グループ活動として始められたらと思います。

　　今年度も助成金が取れず報告集は出せませんでしたが、有期労働法国会審議に向けて2007～2009年有期労働のホットライン報告書を作成し、ロビー活動しました。

· 連続講座の開催　延べ参加人数　２８２名

・チームリーダー育成講座　２月～７月　隔週木曜日　全１０回　延べ５８名参加　

　日本では、リーダーというと権力とかカリスマをイメージして必要性をあまり議論しない傾向にあります。ＡＣＷ2では、アメリカや韓国で実際の女性労働運動で使われている教材を元に、話し合いの仕方や多数決ではない合意形成の仕方、意見の違いや対立から変化を創造する仕方等、ワークショップ形式で学びました。次回は、さらに講座の内容の拡充も含めて継続して実施していきたいと思います。

· 職場のサバイバル術講座　　10月～11月　全5回　延べ21名参加。

5回の事例テーマ：①解雇　②不利益変更　③パート労働　④残業・有給　⑤派遣。

　　毎回用意された事例について参加者で問題が起こる背景を考え、体験や知識からサバイブ法を出し合い、その後関連労働法のおさらいというプログラムでした。本来罰則規定のある労働法が強制力を失くしている現実の中で、「こうすれば問題解決！」とはいきませんが、共通体験があったり、分かろうとする参加者同士、一緒に考え、怒り、ユーモアに助けられて笑いもこぼれという時間は貴重でした。仕事帰りで疲れて会場に入るのですが、終了時には多少ともリフレッシュできた感じがありました。他にセクハラ、病気・休職、妊娠・出産、社会保険などのテーマも考えられます。

来年度は5回１コースとして、２コースを交互に開催し、いつでも何回でも参加できるACW2の常設講座になり、会員同士の交流の場にもなるといいと思います。問題は会場です。参加者が少ないと赤字になるので、定額で常設講座が企画できる会場探しが課題です。
· 相談員トレーニング　２０１２年２月～６月　隔週金　全１０回　延べ１１７名参加

　　　　　　　　　　　　２０１２年7月～11月　隔週金　全10回　延べ８６名参加　

相談員トレーニングは、一番人気の高い講座で、いつも開始１か月前には応募を締め切るくらいです。参加者は都内を中心に東京近郊からが多く、女性センターや各種ホットラインなどの相談員の方、弁護士や労働相談窓口の相談員の方、あるいは自分のためになど、参加の動機は、様々ですが、支援する側、支援される側という力関係で、疲弊することなくお互いがエンパワメントできる傾聴の仕方を学んでいます。

また、単に労働法の知識ではなく、権利主張した時のメリット、デメリット、リスクの情報提供の仕方、アドバイスや同情と共感の違い、非審判的な傾聴、自由応答式の質問の仕方、様々な相談者の相談の受け方などロールプレイなどを通じて学んでいます。
２００８年からの合計延べ参加者は、７６６名にもなり、新規の会員登録は、この講座の参加者が一番多いです。この受講生たちが、東京のホットラインのボランティアに入ってきてくれています。最近では、受講者からこの講座の評判を聞いて申し込んでくる参加者も少なくないです。また、ベテランと言われている人たちも、自省のために何度も講座に参加している方もいます。継続は力で、講座修了生たちの効果が、じわじわと波及しています。
· 事務職を価値あるものに！キャンペーン

ブレインストーミング１回のみ　事務職の可視化

· 小グループ活動（クローズドの会）

・介護労働者の会　毎月1回　継続　

・障がい者訪問介助の職場の事例を深く共有してきました。
今後も、制度政策についてと、現実に職場の改善の問題とを結び付けて

継続して小グループの活動を継続していきます。

　　・三鷹地域の会　　2回　

　　・派遣労働者の会　ML情報交換

　　・リコー子会社の性差別裁判の会　　最高裁敗訴確定
　　・銀蔵セクハラ裁判支援　逆転勝訴

　　・その他　会員による係争中の裁判支援等　
· 労働者派遣法の取り組み

２０１２年３月２８日　参議院本会議にて大幅に削除修正された民主、自民、公明の三党案が成立、４月６日公布、１０月から施行されました。

ＡＣＷ２は、「女は派遣を望んでいない」というのぼりを持ち、一貫して、女性の多い専門２６業務の日雇いの例外規定化についてなどを問題にして意見を言い、ロビー活動、国会前行動等行ってきましたが、登録派遣、製造業派遣の禁止の棚上げ、日雇い派遣の例外規定の拡大などで、派遣法規制とは大幅に骨抜きになっていました。
自民党への政権交代で、専門２６業務の期間制限をなくし一般派遣と合流させて、

派遣に雑用をさせることを合法化する動きが強まっています。

派遣業を推進する厚生労働大臣が誕生してしまいました。

· 労働契約法改正に対しての取り組み

私たちは、２００８年の労働契約法制定時から、就業規則で不利益変更が可能になる事や、この法律のもつ「毒」の部分について訴えてきました。

今回の法改正では、クーリングオフ期間の制定や、５年で無期契約という、本来、一時的臨時的ものであるはずの有期契約の入り口の規制が、全くされない有期契約を促進しかねない法案が成立してしまいました。

　　・有期ネットに参加して共同行動、要請書提出　

· ニュースの発行　４回　NO15～１８号　
NO１５、４月２５日　NO１６、７月５日　NO１７、１０月３１日、NO１８、１２月２５日
· 月1回　運営委員会
①4月1日②5月13日③6月24日④7月22日⑤8月25日⑥9月22日⑦10月27日、

⑧11月30日⑨12月21日

＜ＡＣＷ２具体的な活動内容＞

　１）情報提供　①ニュースの作成　②ニュース印刷・発送作業　③メールでの情報提供　④ホームページの更新：（a）連合通信　(b)厚生労働省情報　(c)労働新聞　(d)JILPT（労働政策研修機構）　メールマガジン　(e)ACW2の企画お知らせ　（f）その他、女性問題、貧困問題　（ｇ）ツイッター、FB　　

２）ホットライン定期　①５と０のつく日　全国５箇所が交代で担当　②データー入力　③データ分析　④データーまとめ　

３）各種講座の運営：相談員トレーニング、事例検討と労働法講座、チームリーダー育成、その他　①企画・教材作成　②会場確保　③チラシ作成　④講座の広報　

４）キャンペーン　①企画・立案　②広報・アウトリーチ（個人や団体への働きかけ）　③チラシ作成・配布　

５）政策要望・国会ロビー活動　①企画・立案　②要請書作成　③アウトリーチ（議員、政党へ厚生労働省、内閣府などへの要請）　

６）政党アンケート　①企画・立案　②広報　③結果のまとめと広報　　

７）ネットワーキング　①小グループ活動：派遣、介護、三鷹市近辺　②女性ユニオンなどユニオン関係　③反貧困ネットワーク　④男女共同参画研修フォーラム（ヌエック）　⑤女性団体など　

８）福島　カンパを集めて送った（窓口：いこ☆る）。原発告訴団参加呼びかけ協力。
経産省前金曜デモに参加。
９）役割分担　

運営委員会

月１回３箇所をＷＥＢでつないで開催。必要に応じて月3回開催もあり。

①議事録作成　②議事録まとめ　③会員への周知④個別面談相談対応⑤有料電話相談　

事務局

１）会員名簿管理　①.会員名簿に入力管理　②.メーリングリスト管理　③.登録・退会・住所変更（不定期）　④ 会費納入管理　

２）情報提供資料収集（女性・労働・貧困など）　

３）会計管理　①入金・出金・振替　記票・整理　②弥生会計入力ー総勘定元帳作成　③現金・預金管理　④会計報告　⑤決算・予算書作成　⑥会計監査　

３）ホットライン管理　①ホットラインカード　注文　配布　②PCの設定管理　③ホットライン相談当番管理　

４）講座、総会、対外活動準備　①会場予約　②企画・立案　③広報　④資料作成　⑤報告書作成　

・会員の支援のありかたについての合意事項　　

ホームページの『仲間たち』への掲載条件：ＡＣＷ２の会員が相談を受けて、連絡先・支援団体がある事案。Ａｃｗ２が責任を負うことはできない。その必要がないことが条件。掲載可否については必要に応じて協議する。

経過日誌　
4月1日　第1回運営委員会

4月5日　リーダーシップ育成講座　第4回　7名参加

4月8日　リコー子会社の性差別裁判の会　東京ウイメンズプラザ　

4月10日　有期労働契約について、ミニ学習会

4月13日　相談員トレーニング第6回　　

4月15日　ベーシックインカムとジェンダー出版記念イベント

4月16日　来年総会　オリンピックセンター　２月１６日－２月１７日　予約完了

　　　　　　女性と貧困ネット　運営会議

4月19日　リーダーシップ育成講座　第5回　4名

4月21日　ディセントワークと新福祉国家論　第２回　読書会

4月24日　香港スキさんと交流　

4月25日　有期労働契約の規制強化を求める共同集会　200名参加　

ＭＩＣ　全労連・全労協主催　

4月27日　介護労働者の会　改正介護保険について、学習と意見交換

4月30日　ホットライン分析会議　

5月8日　連続講座検討会議

5月10日　チームリーダー養成講座　第6回　8名参加

5月11日　相談員トレーニング　第8回　

5月13日　第２回　運営委員会

5月14日　有期労働契約　緊急行動　国会前

5月22日　連続講座企画会議

5月24日　チームリーダー育成講座　第7回

5月29日　相談員トレーニング　第9回

5月26日　ディセントワークと新福祉国家論　第３回　読書会　

　　　　　ホットライン分析会議　報告書100部印刷　

5月31日　女性と貧困ネット会議

6月5日　国会ロビー活動　ホットラインのまとめ　配布

6月7日　チームリーダー育成講座　第8回

6月8日　相談員トレーニング　第10回

6月11日　連続講座企画会議

6月15日　有期ネット　院内集会

6月16日　ディセントワークと新福祉国家論　第４回　読書会

６月２１日　チームリーダー育成講座　⑨

6月22日　介護の会　障害者総合支援法

６月２４日　第３回運営委員会

６月２８日　女性と貧困ネット

６月３０日　相談員グループスーパービジョン

７月５日　チームリーダー育成講座　⑩

７月８日　ディセントワークと新福祉国家論　第５回　読書会

７月２２日　第４回運営委員会

７月２３日　ACW2介護労働者の会

８月　３日　最高裁ビラまき　要請　相談員トレーニング　③

８月　４日　ディセント―ワークと新福祉国家論　第６回　読書会　

８月　８日　ACW2三鷹の会　第１回

８月１０日　ディセントワーク論点整理　会議

８月１７日　相談員トレーニング④

８月１９日　介護労働の会

８月２５日　第５回運営委員会（ヌエック）

８月２６日　ヌェック　ワークショップ　３３名参加

８月３１日　香港女性協会８名　訪日　金曜デモ　

　　　　　　相談員トレーニング　⑤　

９月３日　香港女性協会とACW2三鷹グループと交流会　総勢１５名

９月１４日　相談員トレーニング　⑥

９月２２日　第６回運営委員会

9月28日　相談員トレーニング　⑦

10月1日　女性と貧困ネット

10月4日　職場のサバイバル術　①

10月12日　相談員トレーンング　⑧

10月13日　雇用崩壊とジェンダー　日本学術会議　協賛団体

10月18日　職場のサバイバル　②

10月19日　介護労働者の会

10月20日　生活保障　第７回　読書会

10月26日　相談員トレーニング　⑨　

１０月２７日　第７回運営委員会　　

１１月　1日　職場のサバイバル術　③

１１月　３日　生活保障　第２回　読書会

１１月　４日　介護労働者の会　

１１月　９日　相談員トレーンング　⑩

１１月　１５日　職場のサバイバル術　④

１１月　２０日　均等スペース　事務所開き　団体登録完了　し

１１月　２４日　レッドマリア試写会

１１月　２５日　政党アンケート　速達の書留　１６政党

１１月　２９日　職場のサバイバル術　⑤　

１１月３１日　第８回運営委員会

１２月　１日　第３回　生活保障　第３回　読書会

１２月　４日　政党アンケート公開

１２月１６日　衆議院選挙

１２月２１日　第９回運営委員会　

１２月２９日　介護労働者の会
